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みよし保育園のなかよしたち

「心の中のおにをやっつけよう！」

つかまっちゃった！
　２月３日の節分で青い鳥保育園にて行われ
た豆まき会。頑張って豆をまいたのに赤鬼に
つかまってしまい、こわくて横を見れません。

こんなに

元気です！

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介します。

３月生まれのお子さんの写真を募集します！
◆対象◆令和２年３月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容◆子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年
月日、お子さんに一言メッセージ（【例】「元気に育ってね！」など）
◆応募方法◆
郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の氏名
（ふりがな）②生年月日③性別④住所⑤保護者名（広報には掲載しませ
ん）⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージを記入したものを添えてく
ださい。
メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～
⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。
◆応募締切◆今月の末日。
□問合せ先□
〒038-2324　大字深浦字苗代沢84-2　総合戦略課企画調整係　
TEL　74-2122（直通）　　　kouhou@town.fukaura.lg.jp

★このコーナーでは、誕生
日を迎えたチビッコ達
をご紹介します★

中村　心優くん
（大間越）　H28／２／27生
「わが家のわんぱくくん♪」

し ゆう

阪﨑　　凱くん
（風合瀬）　H29／２／７生
「わが家の食いしん坊　」

がい

川添　楓果ちゃん
（岩崎上）　H30／２／22生
「いっぱい甘えてね☆」

ふう か

島川由宇里ちゃん
（６区）　H31／２／24生
「毎日笑顔でいようね！」

ゆ う り
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あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
活
動
に
尽
力
し
て
い
る
深
浦
町
消
防

団
の
出
初
式
が
１
月
11
日
、
町
民
体
育
館
駐

車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
関
係
者
が
観
閲
す
る
中
、
約
２
６
０
人
の

団
員
は
人
員
服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
及

び
分
列
行
進
を
披
露
。
消
防
団
と
し
て
の
自

深
浦
町
消
防
団
出
初
式

覚
と
規
律
を
胸
に
刻
み
、
技
術
の
練
磨
に
よ

る
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、

士
気
盛
ん
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
式

典
で
は
、
長
年
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た

優
良
団
員
な
ど
を
表
彰
。
角
谷
喜
春
消
防
団

長
が
「
災
害
か
ら
地
域
住
民
を
守
り
、
安

全
・
安
心
な
深
浦
町
の
実
現
を
目
指
し
技
術

の
練
磨
に
励
も
う
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
消
防
歴
25
年
以
上
で
県

知
事
表
彰
を
受
章
し
た
第
７
分
団
分
団
長
の

工
藤
弦
さ
ん
が
「
安
全
な
町
づ
く
り
に
尽
力

す
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　
近
年
全
国
で
多
発
す
る
自
然
災
害
に
よ

り
、
消
防
団
活
動
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、

団
員
は
『
災
害
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
』
の
実
現
に
向
け
て
、
決
意
を
新

た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
を
受
け
た
方
々
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

優
良
団
員
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
消
防
歴
30
年
以
上
で
消
防
庁
長
官
表
彰
を

受
章

副
団
長
　
本
　
　
部
　
西
﨑
　
昭
一 

・
消
防
歴
25
年
以
上
で
青
森
県
知
事
表
彰
を

受
章

　
分
団
長
　
第
１
分
団
　
会
津
　
国
昭

　
分
団
長
　
第
７
分
団
　
工
藤
　
　
弦

副
分
団
長
　
第
１
分
団
　
吉
井
　
育
男

副
分
団
長
　
第
７
分
団
　
藤
沢
　
文
秋

部
　
長
　
第
７
分
団
　
千
﨑
　
一
夫

班
　
長
　
第
４
分
団
　
福
沢
　
和
之

班
　
長
　
第
４
分
団
　
秦
　
　
賢
治

班
　
長
　
第
22
分
団
　
成
田
　
卓
司

・
消
防
歴
20
年
以
上
で
班
長
以
上

分
団
長
　
第
19
分
団
　
石
戸
谷
　
淳

部
　
長
　
第
22
分
団
　
斉
藤
　
善
久

班
　
長
　
第
４
分
団
　
福
沢
　
和
之

班
　
長
　
第
４
分
団
　
秦
　
　
賢
治

班
　
長
　
第
４
分
団
　
大
沢
　
健
一

班
　
長
　
第
６
分
団
　
西
崎
　
広
幸

班
　
長
　
第
７
分
団
　
島
元
　
孝
久

班
　
長
　
第
７
分
団
　
吉
井
　
雄
悦

班
　
長
　
第
17
分
団
　
伊
藤
　
智
之

班
　
長
　
第
20
分
団
　
山
﨑
　
秋
一

　
優
良
団
員
表
彰
（
団
長
表
彰
）

・
消
防
歴
５
年
以
上

班
　
長
　
第
９
分
団
　
小
野
貴
世
孝

班
　
長
　
第
15
分
団
　
中
野
　
耕
樹

団
　
員
　
本
　
　
部
　
秋
元
智
栄
子

団
　
員
　
本
　
　
部
　
秋
田
谷
信
子

団
　
員
　
第
１
分
団
　
竹
越
　
雄
人

団
　
員
　
第
２
分
団
　
長
谷
川
則
夫

団
　
員
　
第
３
分
団
　
斎
藤
　
徹
伸

団
　
員
　
第
３
分
団
　
神
馬
　
友
樹

団
　
員
　
第
６
分
団
　
大
滝
　
　
誠

団
　
員
　
第
８
分
団
　
小
野
　
　
昌

団
　
員
　
第
11
分
団
　
世
永
　
　
翼

団
　
員
　
第
11
分
団
　
長
谷
川
直
人

団
　
員
　
第
23
分
団
　
鈴
木
　
耕
多

　内
助
の
功
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
消
防
歴
30
年
以
上
分
団
長
以
上
で
夫
婦
と

し
て
受
章
し
た
方

分
団
長
　
第
４
分
団

大
沢
　
誠
司
・
京
子

分
団
長
　
第
８
分
団

吉
田
　
昌
宏
・
美
雪

分
団
長
　
第
12
分
団

七
戸
　
浩
幸
・
信
子

無
火
災
分
団
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
５
年
以
上
管
轄
区
域
が
無
火
災
の
分
団

第
２
分
団
（
岡
町
）、第
24
分
団
（
大
間
越
）

一
家
三
代
消
防
団
員
表
彰

第
３
分
団
　
現
団
員
　
　
黄
金
崎
竜
太

　
　
父
　
　
元
部
長
　
　
黄
金
崎
　
肇

　
　
祖
父
　
元
分
団
長
　
黄
金
崎
強
一

最
優
秀
中
隊
表
彰
（
団
長
表
彰
）

・
出
初
式
最
優
秀
中
隊

深
浦
町
消
防
団
　
第
４
中
隊
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深
浦
町
美
術
館
で
は
、
芸
術
に
ふ
れ
あ
い
、

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
感
性
や
創
造
力
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
町
内
小
中
学

校
を
対
象
に
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
応
募
作
品
２
６
４
点
の
中
か

ら
学
年
別
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
す
べ
て
の
応
募
作

品
は
、
３
月
１
日
（
日
）
ま
で
深
浦
町
美
術

館
で
展
示
し
ま
す
。
展
示
期
間
中
の
町
民
の

入
館
料
は
無
料
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
表
現

力
豊
か
な
作
品
を
じ
っ
く
り
と
ご
鑑
賞
く
だ

さ
い
。

優
秀
賞
　
　
金
沢
　
真
奈
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
坂
崎
　
理
虎
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
児
玉
　
吉
優
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
山
本
　
　
絆
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
五
十
嵐
蒼
昊
（
修
道
小
）

入
賞
　
　
　
越
　
　
愛
來
（
修
道
小
）

■
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
岩
本
　
結
愛
（
い
わ
さ
き
小
）

優
秀
賞
　
　
木
村
　
春
翔
（
修
道
小
）

入
賞
　
　
　
小
野
　
蒼
生
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
海
浦
　
優
希
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
新
岡
慎
三
郎
（
深
浦
小
）

第
12
回「
深
浦
町
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

第
12
回「
深
浦
町
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

入
賞
　
　
　
奈
良
歩
海
菜
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
岩
谷
　
　
空
（
修
道
小
）

■
４
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
工
藤
　
至
流
（
修
道
小
）

優
秀
賞
　
　
岸
本
　
菜
月
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
大
沢
　
松
風
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
黒
滝
　
星
和
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
三
上
　
夕
月
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
西
沢
　
心
結
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
藤
田
　
爽
介
（
い
わ
さ
き
小
）

■
５
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
川
村
　
海
晴
（
い
わ
さ
き
小
）

優
秀
賞
　
　
原
田
　
美
羽
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞
　
　
　
江
村
　
日
瑚
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
松
下
　
幸
恵
（
修
道
小
）

入
賞
　
　
　
佐
藤
　
昂
誠
（
修
道
小
）

入
賞
　
　
　
黒
滝
　
蒼
明
（
修
道
小
）

入
賞
　
　
　
長
谷
川
星
花
（
修
道
小
）

■
６
年
生
の
部
　

最
優
秀
賞
　
西
﨑
　
龍
輝
（
深
浦
小
）

優
秀
賞
　
　
齊
藤
　
夢
翔
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
小
野
　
龍
空
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
古
川
　
勇
神
（
修
道
小
）

入
賞
　
　
　
古
川
　
月
渚
（
修
道
小
）

入
賞
　
　
　
伊
藤
　
優
生
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞
　
　
　
竹
内
　
花
菜
（
い
わ
さ
き
小
）

　
中
学
生
の
部
入
賞
者

■
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
藤
田
　
瞬
作
（
岩
崎
中
）

優
秀
賞
　
　
棟
方
　
文
哉
（
岩
崎
中
）

入
賞
　
　
　
笹
森
　
礼
斗
（
岩
崎
中
）

入
賞
　
　
　
秋
穂
　
和
花
（
岩
崎
中
）

入
賞
　
　
　
川
村
真
門
亜
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞
　
　
　
草
譯
宗
一
郎
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞
　
　
　
松
下
　
恵
一
（
大
戸
瀬
中
）

■
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
渡
邊
あ
ゆ
み
（
岩
崎
中
）

優
秀
賞
　
　
徳
田
　
凜
々
（
岩
崎
中
）

入
賞
　
　
　
竹
内
　
萌
々
（
岩
崎
中
）

入
賞
　
　
　
前
田
　
悠
人
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞
　
　
　
山
﨑
雅
来
都
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞
　
　
　
大
船
　
海
麻
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞
　
　
　
鴨
　
　
綾
乃
（
大
戸
瀬
中
）

■
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
伊
藤
　
遥
輝
（
岩
崎
中
）

優
秀
賞
　
　
川
幡
　
大
輝
（
岩
崎
中
）

入
賞
　
　
　
山
﨑
　
美
咲
（
岩
崎
中
）

入
賞
　
　
　
宮
西
　
優
羽
（
岩
崎
中
）

入
賞
　
　
　
徳
田
　
乃
亜
（
岩
崎
中
）

入
賞
　
　
　
今
村
　
　
柊
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞
　
　
　
小
野
菜
々
子
（
大
戸
瀬
中
）

　
小
学
生
の
部
入
賞
者

■
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
三
上
　
詩
月
（
深
浦
小
）

優
秀
賞
　
　
長
谷
川
　
蒼
（
修
道
小
） 

入
賞
　
　
　
鈴
木
励
士
朗
（
深
浦
小
） 

入
賞
　
　
　
工
藤
　
愛
紗
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
坂
崎
ひ
お
り
（
深
浦
小
） 

入
賞
　
　
　
阿
部
　
侑
翔
（
修
道
小
）

入
賞
　
　
　
渋
谷
　
歩
禾
（
修
道
小
）

■
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
大
谷
明
日
華
（
い
わ
さ
き
小
）

作品への思い　漢検が受かるかどうか、勉
強の不安を思い描きました。

中
学
２
年
生
の
部
　最
優
秀
賞

渡
邊
あ
ゆ
み
（
岩
崎
中
）

　「
不
安
」

作品への思い　夜の中光をめざしているサ
ンタを気持ちになってかきました。

中
学
１
年
生
の
部
　最
優
秀
賞

藤
田
　瞬
作
（
岩
崎
中
）

　「
サ
ン
タ
の
散
歩
」

作品への思い　おそろし山のげきをやって
ねつがでて、ふらふらしてたけどさいごま
でがんばりました。

１
年
生
の
部
　最
優
秀
賞

三
上 

詩
月
（
深
浦
小
）

　「
は
っ
ぴ
ょ
う
か
い
の
げ
き
」

作品への思い　わたしは、さかあがりをし
ているところをはんがにしました。作品への思い　いねかりをしている所を作

りました。

２
年
生
の
部
　最
優
秀
賞

大
谷
明
日
華
（
い
わ
さ
き
小
）

　「
さ
か
あ
が
り
が
で
き
た
よ
」

３
年
生
の
部
　最
優
秀
賞
　

岩
本
　結
愛
（
い
わ
さ
き
小
）

　「
お
り
ょ
う
り
が
ん
ば
る
ぞ
〜
」

作
品
へ
の
思
い

　私
は
、
に
く
じ
ゃ
が
を
つ
く
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
は
ん
画
に
し
ま
し
た
。

５
年
生
の
部
　最
優
秀
賞

川
村
　海
晴
（
い
わ
さ
き
小
）

　「
い
ね
か
り 

が
ん
ば
る
ぞ
」

６
年
生
の
部
　最
優
秀
賞
　

西
﨑
　
　龍
輝
（
深
浦
小
）

　「
絶
対
勝
つ
」

作
品
へ
の
思
い

　か
ら
だ
の
線
を
二
重
に
し
て
し

ま
い
あ
と
で
二
重
を
一
重
に
直
す
の
が
む
ず
か
し

か
っ
た
で
す
。

中
学
３
年
生
の
部
　最
優
秀
賞
　

伊
藤
　遥
輝
（
岩
崎
中
）

　「
強
さ
を
求
め
続
け
た
剣
士
」

作
品
へ
の
思
い

　地
面
の
色
に
紫
を
加
え
て
夜
の

不
気
味
さ
を
表
現
し
ま
し
た
。

４
年
生
の
部
　最
優
秀
賞
　

工
藤
　至
流
（
修
道
小
）

　「
え
も
の
が
い
る
ぞ
！
」

作
品
へ
の
思
い

　カ
マ
キ
リ
が
と
ん
ぼ
を
ね
ら
っ

て
い
る
様
子
を
絵
に
あ
ら
わ
し
ま
し
た
。
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深
浦
町
美
術
館
で
は
、
芸
術
に
ふ
れ
あ
い
、

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
感
性
や
創
造
力
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
町
内
小
中
学

校
を
対
象
に
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
応
募
作
品
２
６
４
点
の
中
か

ら
学
年
別
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
す
べ
て
の
応
募
作

品
は
、
３
月
１
日
（
日
）
ま
で
深
浦
町
美
術

館
で
展
示
し
ま
す
。
展
示
期
間
中
の
町
民
の

入
館
料
は
無
料
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
表
現

力
豊
か
な
作
品
を
じ
っ
く
り
と
ご
鑑
賞
く
だ

さ
い
。

優
秀
賞
　
　
金
沢
　
真
奈
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
坂
崎
　
理
虎
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
児
玉
　
吉
優
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
山
本
　
　
絆
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
五
十
嵐
蒼
昊
（
修
道
小
）

入
賞
　
　
　
越
　
　
愛
來
（
修
道
小
）

■
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
岩
本
　
結
愛
（
い
わ
さ
き
小
）

優
秀
賞
　
　
木
村
　
春
翔
（
修
道
小
）

入
賞
　
　
　
小
野
　
蒼
生
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
海
浦
　
優
希
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
新
岡
慎
三
郎
（
深
浦
小
）

第
12
回「
深
浦
町
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

第
12
回「
深
浦
町
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

入
賞
　
　
　
奈
良
歩
海
菜
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
岩
谷
　
　
空
（
修
道
小
）

■
４
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
工
藤
　
至
流
（
修
道
小
）

優
秀
賞
　
　
岸
本
　
菜
月
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
大
沢
　
松
風
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
黒
滝
　
星
和
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
三
上
　
夕
月
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
西
沢
　
心
結
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
藤
田
　
爽
介
（
い
わ
さ
き
小
）

■
５
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
川
村
　
海
晴
（
い
わ
さ
き
小
）

優
秀
賞
　
　
原
田
　
美
羽
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞
　
　
　
江
村
　
日
瑚
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
松
下
　
幸
恵
（
修
道
小
）

入
賞
　
　
　
佐
藤
　
昂
誠
（
修
道
小
）

入
賞
　
　
　
黒
滝
　
蒼
明
（
修
道
小
）

入
賞
　
　
　
長
谷
川
星
花
（
修
道
小
）

■
６
年
生
の
部
　

最
優
秀
賞
　
西
﨑
　
龍
輝
（
深
浦
小
）

優
秀
賞
　
　
齊
藤
　
夢
翔
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
小
野
　
龍
空
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
古
川
　
勇
神
（
修
道
小
）

入
賞
　
　
　
古
川
　
月
渚
（
修
道
小
）

入
賞
　
　
　
伊
藤
　
優
生
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞
　
　
　
竹
内
　
花
菜
（
い
わ
さ
き
小
）

　
中
学
生
の
部
入
賞
者

■
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
藤
田
　
瞬
作
（
岩
崎
中
）

優
秀
賞
　
　
棟
方
　
文
哉
（
岩
崎
中
）

入
賞
　
　
　
笹
森
　
礼
斗
（
岩
崎
中
）

入
賞
　
　
　
秋
穂
　
和
花
（
岩
崎
中
）

入
賞
　
　
　
川
村
真
門
亜
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞
　
　
　
草
譯
宗
一
郎
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞
　
　
　
松
下
　
恵
一
（
大
戸
瀬
中
）

■
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
渡
邊
あ
ゆ
み
（
岩
崎
中
）

優
秀
賞
　
　
徳
田
　
凜
々
（
岩
崎
中
）

入
賞
　
　
　
竹
内
　
萌
々
（
岩
崎
中
）

入
賞
　
　
　
前
田
　
悠
人
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞
　
　
　
山
﨑
雅
来
都
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞
　
　
　
大
船
　
海
麻
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞
　
　
　
鴨
　
　
綾
乃
（
大
戸
瀬
中
）

■
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
伊
藤
　
遥
輝
（
岩
崎
中
）

優
秀
賞
　
　
川
幡
　
大
輝
（
岩
崎
中
）

入
賞
　
　
　
山
﨑
　
美
咲
（
岩
崎
中
）

入
賞
　
　
　
宮
西
　
優
羽
（
岩
崎
中
）

入
賞
　
　
　
徳
田
　
乃
亜
（
岩
崎
中
）

入
賞
　
　
　
今
村
　
　
柊
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞
　
　
　
小
野
菜
々
子
（
大
戸
瀬
中
）

　
小
学
生
の
部
入
賞
者

■
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
三
上
　
詩
月
（
深
浦
小
）

優
秀
賞
　
　
長
谷
川
　
蒼
（
修
道
小
） 

入
賞
　
　
　
鈴
木
励
士
朗
（
深
浦
小
） 

入
賞
　
　
　
工
藤
　
愛
紗
（
深
浦
小
）

入
賞
　
　
　
坂
崎
ひ
お
り
（
深
浦
小
） 

入
賞
　
　
　
阿
部
　
侑
翔
（
修
道
小
）

入
賞
　
　
　
渋
谷
　
歩
禾
（
修
道
小
）

■
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
大
谷
明
日
華
（
い
わ
さ
き
小
）

作品への思い　漢検が受かるかどうか、勉
強の不安を思い描きました。

中
学
２
年
生
の
部
　最
優
秀
賞

渡
邊
あ
ゆ
み
（
岩
崎
中
）

　「
不
安
」

作品への思い　夜の中光をめざしているサ
ンタを気持ちになってかきました。

中
学
１
年
生
の
部
　最
優
秀
賞

藤
田
　瞬
作
（
岩
崎
中
）

　「
サ
ン
タ
の
散
歩
」

作品への思い　おそろし山のげきをやって
ねつがでて、ふらふらしてたけどさいごま
でがんばりました。

１
年
生
の
部
　最
優
秀
賞

三
上 

詩
月
（
深
浦
小
）

　「
は
っ
ぴ
ょ
う
か
い
の
げ
き
」

作品への思い　わたしは、さかあがりをし
ているところをはんがにしました。作品への思い　いねかりをしている所を作

りました。

２
年
生
の
部
　最
優
秀
賞

大
谷
明
日
華
（
い
わ
さ
き
小
）

　「
さ
か
あ
が
り
が
で
き
た
よ
」

３
年
生
の
部
　最
優
秀
賞
　

岩
本
　結
愛
（
い
わ
さ
き
小
）

　「
お
り
ょ
う
り
が
ん
ば
る
ぞ
〜
」

作
品
へ
の
思
い

　私
は
、
に
く
じ
ゃ
が
を
つ
く
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
は
ん
画
に
し
ま
し
た
。

５
年
生
の
部
　最
優
秀
賞

川
村
　海
晴
（
い
わ
さ
き
小
）

　「
い
ね
か
り 

が
ん
ば
る
ぞ
」

６
年
生
の
部
　最
優
秀
賞
　

西
﨑
　
　龍
輝
（
深
浦
小
）

　「
絶
対
勝
つ
」

作
品
へ
の
思
い

　か
ら
だ
の
線
を
二
重
に
し
て
し

ま
い
あ
と
で
二
重
を
一
重
に
直
す
の
が
む
ず
か
し

か
っ
た
で
す
。

中
学
３
年
生
の
部
　最
優
秀
賞
　

伊
藤
　遥
輝
（
岩
崎
中
）

　「
強
さ
を
求
め
続
け
た
剣
士
」

作
品
へ
の
思
い

　地
面
の
色
に
紫
を
加
え
て
夜
の

不
気
味
さ
を
表
現
し
ま
し
た
。

４
年
生
の
部
　最
優
秀
賞
　

工
藤
　至
流
（
修
道
小
）

　「
え
も
の
が
い
る
ぞ
！
」

作
品
へ
の
思
い

　カ
マ
キ
リ
が
と
ん
ぼ
を
ね
ら
っ

て
い
る
様
子
を
絵
に
あ
ら
わ
し
ま
し
た
。
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まちか
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深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

　教育委員会主催の歩くスキーと
トレッキング体験が開催され、18
人の参加者が冬の十二湖を満喫し
ました。
　今年は例年よりかなり雪が少なく、当初予定
していたスキーとトレッキングができなかった
ため、歩いて冬の十二湖を散策。
　少ない雪でもブナの樹々が白く化粧され、白
銀の世界が広がっていました。
　今後も冬の恒例行事として開催していきます。
来年は、スキーとトレッキングができるといい
ですね。

意外と簡単？皮ハギ体験

浜のために走り続け水産賞受賞
　「第31回青森県水産賞」表彰式が令和
２年１月22日、県民福祉プラザ（青森
市）において開催され、深浦漁業協同組合
代表理事組合長　山本幸宏さん（深浦）が
受賞しました。
　この賞は、水産に関する試験研究、発明発見、普及
指導、そして青森県水産業の発展に顕著な業績をあげ
た個人や団体に対し、（一社）青森県水産振興会（吉
田満会長）より贈られるものです。
　山本さんは、組合長として多額の繰越欠損金を減資
などにより大幅に経営改善したことなど、漁協の発展
に尽力するとともに、県漁連役員、県西部海区漁業調
整委員会委員など、要職を歴任され、本県水産業の振
興に貢献した事が高く評価されたものです。

１／
22

厳寒期が旬！天然岩のり摘みに挑戦
　深浦マリンキッズ16名が参加しての

「岩のり摘み体験」が1月26日（日）に開

催されました。

　この日は風も弱く、波も穏やかな絶好のコンディシ

ョン。参加者は波打ち際の岩場に生えた５センチほど

の岩のりをノリカギと呼ばれる道具を使って丁寧に収

穫しました。

　収穫した岩のりは板海苔作りに挑戦した他、ウマヅ

ラハギの皮むきも体験。

　参加者のほとんどがウマヅラハギの皮むき初体験と

あって、一喜一憂しながら冷たい冬の浜で活動する

「浜のカッチャ」の大変さに思いを馳せました。

１／
26

指先凍えた岩のり摘み体験 水産賞を受賞した山本組合長

深浦町交通死亡事故ゼロ９００日達成
　深浦町管内において、交通死亡事故ゼロ

900日を達成しました。

　これに伴い県警察本部から町交通安全対策協議会

（会長・吉田　満町長）に本部長名の感謝状、町交通

安全母の会（住吉千代会長）に本部長と県交通安全母

の会連合会長連名の表彰状をそれぞれ伝達されました。

　今後も交通死亡事故ゼロ日を継続できるよう各関係

機関と協力していきます。

１／
25

冬ならではの十二湖を満喫

１／
29

電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
厚生労働省認定

１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６
病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！

「一般貨物自動車運送事業(霊柩)第497号」

365日・24時間受け付けております。

家族葬から一般葬・社葬までご予算に応じた 

御葬儀を提案・施工いたします。

霊安室（兼 家族葬スペース）完備 
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　選手強化・育成のために行われている中学校選
抜野球大会の県大会が10月に行われ、西つがる中
学校野球選抜チームが北五選抜チームを３対０で
下し、３月に宮城県仙台市で行われる東北大会へ
の切符を手に入れました。
　町内から選ばれた吉井瑛星さん（深浦中）、西
崎尊人さん（深浦中）、小山内好輝さん（深浦
中）、大谷聖夏さん（岩崎中）は２月５日、町長
室を訪れ東北大会への意気込みを述べました。吉
井さんは「選抜なので個人のレベルも高い。しっ
かり準備して仙台へ向かいたい」と士気を高めて
いました。

　町民の皆さんが毎日の暮らしの中で、行政が行
う仕事について意見や要望があったとき、もっと
も身近な相談相手となり、解決のための助言と手
助けをします。
　行政相談委員とは、町民が住みやすく安心して
暮らせるよう、皆さんの生活にとって身近で重要
な役割を担っている方々です。相談所開設の際は
お気軽にご相談ください。

町村合併15周年記念誌「（仮）深浦のあゆみ」　特別コラム
　来年度末に刊行を予定している15周年記念誌の編集・執筆を担当くださる編集委員の皆さんに、コラム
を掲載いただいております。

～秋田県と争った久六島漁場争い～

深浦のあゆみ編集委員会　宮本　利行

　久六島は艫作崎から西方三〇キロメートルほど沖合の通称「上の島」・「下の島」・「ジブの
島」と呼ばれる三つの岩礁からなる無人島です。1573～92（天正年間）年に久六という漁民が見
つけたことで久六島と名づけられたと言われています。久六島は岩に見えるほど大きなアワビが採
れ、そのほか対馬海流により、タイ・ブリ・タナゴ・ホッケなどの良好な漁場として、近隣の漁民
によって漁業が行われていました。
　明治になり国が定めた漁業制度で漁業権の許可が県の権限となりました。そこで1891（明治
24）年頃、秋田県が自県民に久六島の漁業権を許可したのに対し、青森県は久六島を自県の地籍
に入れ、秋田県の漁業者を閉め出したことから久六島の漁場争いが始まりました。このときは、国
が間に入って収めました。
　それが戦後の漁業制度改革を契機に紛争が本格化し、漁業権の管轄だけでなく、島の地籍をめぐ
る青森県と秋田県の対立へと発展しました。1951（昭和26）年、秋田県のホッケ網漁船が久六島
周辺から西郡沿岸あたりまで操業し、青森県の定置漁業を妨害しました。その後両県で協議が行わ
れましたが、海域の管轄権について意見が対立し、協議は決裂しました。その年４月、青森県指導
船瑞鷗丸が久六島付近の海上で秋田県のホッケ網漁船を取り締まるという実力行使に出ると、秋田
県は指導船千秋丸を現場に派遣して、操業妨害を抗議しました。この件以降、両県の対立は深刻に
なりました。翌52年に入ると、協議による解決を待たずに秋田県の漁船が強行出漁したのに対し、
青森県は秋田県漁船の操業違反として指導船を出動させ、取り締りを行いました。秋田県もまた指
導船を出動させ、秋田県漁船の保護に当たりました。両県の紛争は指導船同士が衝突する事態に陥
りました。
  こうした事態に国は地方自治法を改正し、久六島のような所属未定地の地籍編入は国が定めるこ
とにしました。また、漁業法の特例
法を制定し、漁場の管理について紛
争が生じた場合、国が管理できるこ
とにしました。1953（昭和28）年10
月、水産庁と青森・秋田両県は「久
六島周辺の漁業に関する協定書」を
結び、３年越しの紛争は解決に向か
い、久六島は青森県西津軽郡深浦町
に編入されました。
　久六島漁場争いは、近代になり国
が漁業制度を作ったことで始まり、
国の漁業制度を変えるほどの争いで
した。

深浦町行政相談委員２名
左から　藤田　修司さん　　柴田　一喜さん

　木造高校深浦校舎の１年生が、「総合的な探求の時間（ＦＳＴ）」で、町の担当者と町の課題に関す

る意見交換会を１月28日（火）に深浦校舎で実施しました。

　はじめに町の総合戦略課から町の情報提供を発表し、そのあと生徒たちとの意見交換会を実施。

　生徒たちは、町の課題や問題点をひ

とりひとり調査テーマにあげ発表。普

段の生活で困っていることや、要望等

を述べ、町の担当者とディスカッショ

ンしていました。

　ディスカッションをした生徒たち

は、町が今後どうしたらより良い町に

なるのか、真剣に取り組んでいまし

た。

高校生が深浦町と意見交換会

県大会優勝！そして杜の都仙台へ 行政相談委員が行政運営の改善と
地域住民の相談に応じます

へなし かみ しも

ずい おう
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深浦診療所つうしん　No.3

「新型肺炎の予防策」

　新型肺炎は「飛沫感染するウイルス性疾患」です。普段のインフルエンザ対策をしっかりやれば予防

が可能なはずです。

　インフルエンザでさえ、必ずしも正しい予防がなされているわけではないので、飛沫感染するウイル

ス性疾患の予防方法について見直してみましょう。

・潜伏期間ということ

　ウイルスが身体に入り込むことを「感染」と言います。そして症状（一般に発熱）が現れることを

「発症」と言います。人にウイルスが感染してから症状が出るまでの時間を「潜伏期間」と言います。

一般の季節性インフルエンザの場合１日～３日と言われています。コロナウイル

スによる新型肺炎では１日～１４日と言われています。

　症状が出る数日前から他人に感染させます。本当は感染者なのに、発熱する前

に軽い風邪っぽい症状の人が他の人に感染させていることがあります。

　今回のコロナウイルスは潜伏期間が長いので、多くの患者予備軍が見逃されて

在野にいる可能性があります。

・マスクは？

　「飛沫感染」というのは咳やくしゃみで飛んだつばきを通じて感染する

ことです。その飛ぶ距離は２メートルぐらいと言われています。マスクを

していればそのつばきを吸い込まなくて予防になると思いがちです。しか

し、飛沫が目の結膜に入り込んでも感染しますので、ゴーグルをつけない

と意味がありません。マスクは、感染して咳やくしゃみをしている人がつけるのが原則ですが、マスク

の着脱で手にウイルスが着いて、周囲に感染を広げてしまうこともあります。

・手洗いは？

　飛沫したつばきは、あちこちに付着しています。ドアノブ、机の上、キーボー

ド、書類など。それらを触った後に口や目や鼻をいじったりすると感染してしま

います。そのため手洗いが必要となるのですが、完全にきれいにするには2分以

上の手洗いの時間が必要とされています。しかし、アルコール消毒では2秒でウ

イルスの感染力を無くすることができます。

・具体的な対策は？

　75％前後のアルコール手指消毒液を購入します。ハンドポンプ式とスプレー式と携帯用がお勧めで

す。ハンドポンプ式を玄関に置いて、家に入る前に必ず手を消毒します。風邪症状のある人がいるとこ

ろ、居間などに置き、頻繁に手指を消毒するようにします。特にくしゃみ

をした後やマスクの着脱の後などが重要です。スプレー式で、ドアノブや

テーブルの上、水道のハンドル部分などを消毒します。手洗いの前後には

ハンドポンプ式で手指を消毒します。携帯用は、お出かけの際にバッグに

入れ、外食前後などに使用します。

　なお、アルコールを飲んでも身体のウイルスは消えませんので悪しからず。

深浦診療所　所長　吉 岡 秀 樹

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

三　浦　元　美　先生
中村整形外科医院　院長

今月のドクター

検索

株式会社　コクエ―

問合せ先：（株）コクエ―採用センター
　　　　　TEL　0173－57－3215　担当：平間
住　　所：〒037－0305　中泊町中里亀山500

土木・建築・舗装・造園・水道施設・工事施行
経験者優遇致します。　年齢制限：70歳まで 
試験等：履歴書・面接等　給料：27～28万程度
夫婦で一緒に働ける現場もございます。

従業員大募集！！（年間募集中）仲人さん大募集！！
マッチングサポート委員会　架け橋
マッチングサポート委員会「架け橋」では、仲人
さんを大募集。幸せになるお二人のお手伝いを
してみませんか？年齢は問いません。
詳しくは、下記問合せ先まで。
問合せ先：マッチングサポート委員会　架け橋
　　　　　会長　平間　康元　TEL　0173－57－3215
　　　　　　　　　　　　　　携帯　080－9079－1222
住　　所：〒037－0068　五所川原市長橋広野10－15

健康
万歩計
健康
万歩計

　しばらく歩くと脚が痛くなって、一旦休まないとまた歩
けないんだよね…、という方はいませんか。そのような、
休み休みでないと歩けないという症状を間歇性跛行(かん
けつせいはこう)といいます。間歇性跛行を訴えて整形外
科を受診する患者さんは多く、この症状を呈する主な原因
疾患は二つあります。一つは腰部脊柱管狭窄症でもう一つ
は閉塞性動脈硬化症です。前者は腰痛を伴う事が多く、長
く立ちっぱなしだったり歩いたりすると片方あるいは両方
の臀部から下肢に痛みやしびれが出現し、前かがみになる
と楽になるという特徴があります。これは、腰椎の変形や
ズレ、椎間板の突出などにより脊髄の通り道である脊柱管
が狭くなっていると、脊髄と共に血管も圧迫され、その圧
迫された神経の走行に一致して痛みやしびれが出てきま
す。そして前かがみになると脊柱管が広がるため症状が緩
和されるというしくみです。
　次に、閉塞性動脈硬化症（略してASO）ですが、これ
は糖尿病や脂質異常症などの生活習慣病や喫煙などにより
徐々に血管が硬く狭くなり（動脈硬化）、血液の流れが悪
くなる病気です。これが下肢の動脈に起こった場合、長く
歩くと筋肉は余計に酸素を必要としますが、それに見合う
血液の循環がないと筋肉が虚血に陥り痛くて歩けなくなり
ます。少し休むとまた酸素が足りてくるため痛みは消失し
ます。このような理由からASOの場合は前かがみになっ
ても痛みは変わりません。そしてこの間歇性跛行はASO
の重症度分類（フォンテイン分類）Ⅱ度の症状です。Ⅰ度

は無症状・冷感・しびれ感です。Ⅲ度は安静時疼痛、そし
てⅣ度になると足先へ血液が全く流れなくなり、潰瘍や壊
死を起こし、黒く腐って、最悪の場合足を切断しなければ
ならなくなります。
　診断は、問診、視触診で血色や動脈の脈拍を診るほか、
ABIといって足の血圧と腕の血圧の比を調べます。通常は
腕よりも足の血圧の方が20mmHgほど高いのでABIは1以
上ですが、足の血流が低下すると血圧も低下するので、
ABIが0.9以下の場合足の血流が悪くなっていると考えら
れます。その他、血管造影検査（CT、MRA）を行い、実
際にどの範囲がどれくらい狭くなっている
かを確認します。
　治療は、禁煙や食事療法などの生活改善
の他、運動療法が基本です。痛くなるから
歩かない、ではなく歩く事により足の血行
が良くなるだけでなく、天然のバイパス路
（側副血行路）が発達してきます。それか
ら血流を良くする薬の服用や注射、それでもだめなら血管
内治療といって血管の中に細い管を入れて狭くなった部分
をバルーンやステントで広げる治療をしたり、手術でバイ
パスを作ったりします。
　最後に、ASOは足の動脈硬化による血行障害ですが、
全身の動脈硬化も合併している可能性があります。これが
脳の血管なら脳梗塞、心臓の血管なら心筋梗塞を発症しま
すので、きちんと治療を受けましょう。

足切断の危機！？閉塞性動脈硬化症（ASO）



■■■ 広報ふかうら ■■ 広報ふかうら ■■■ 1011

深浦診療所つうしん　No.3

「新型肺炎の予防策」

　新型肺炎は「飛沫感染するウイルス性疾患」です。普段のインフルエンザ対策をしっかりやれば予防

が可能なはずです。

　インフルエンザでさえ、必ずしも正しい予防がなされているわけではないので、飛沫感染するウイル

ス性疾患の予防方法について見直してみましょう。

・潜伏期間ということ

　ウイルスが身体に入り込むことを「感染」と言います。そして症状（一般に発熱）が現れることを

「発症」と言います。人にウイルスが感染してから症状が出るまでの時間を「潜伏期間」と言います。

一般の季節性インフルエンザの場合１日～３日と言われています。コロナウイル

スによる新型肺炎では１日～１４日と言われています。

　症状が出る数日前から他人に感染させます。本当は感染者なのに、発熱する前

に軽い風邪っぽい症状の人が他の人に感染させていることがあります。

　今回のコロナウイルスは潜伏期間が長いので、多くの患者予備軍が見逃されて

在野にいる可能性があります。

・マスクは？

　「飛沫感染」というのは咳やくしゃみで飛んだつばきを通じて感染する

ことです。その飛ぶ距離は２メートルぐらいと言われています。マスクを

していればそのつばきを吸い込まなくて予防になると思いがちです。しか

し、飛沫が目の結膜に入り込んでも感染しますので、ゴーグルをつけない

と意味がありません。マスクは、感染して咳やくしゃみをしている人がつけるのが原則ですが、マスク

の着脱で手にウイルスが着いて、周囲に感染を広げてしまうこともあります。

・手洗いは？

　飛沫したつばきは、あちこちに付着しています。ドアノブ、机の上、キーボー

ド、書類など。それらを触った後に口や目や鼻をいじったりすると感染してしま

います。そのため手洗いが必要となるのですが、完全にきれいにするには2分以

上の手洗いの時間が必要とされています。しかし、アルコール消毒では2秒でウ

イルスの感染力を無くすることができます。

・具体的な対策は？

　75％前後のアルコール手指消毒液を購入します。ハンドポンプ式とスプレー式と携帯用がお勧めで

す。ハンドポンプ式を玄関に置いて、家に入る前に必ず手を消毒します。風邪症状のある人がいるとこ

ろ、居間などに置き、頻繁に手指を消毒するようにします。特にくしゃみ

をした後やマスクの着脱の後などが重要です。スプレー式で、ドアノブや

テーブルの上、水道のハンドル部分などを消毒します。手洗いの前後には

ハンドポンプ式で手指を消毒します。携帯用は、お出かけの際にバッグに

入れ、外食前後などに使用します。

　なお、アルコールを飲んでも身体のウイルスは消えませんので悪しからず。

深浦診療所　所長　吉 岡 秀 樹

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆
さんが健康で元気に過ごすための必要
な情報を提供し、ドクターからのアド
バイスを紹介するコーナーです。

三　浦　元　美　先生
中村整形外科医院　院長

今月のドクター

検索

株式会社　コクエ―

問合せ先：（株）コクエ―採用センター
　　　　　TEL　0173－57－3215　担当：平間
住　　所：〒037－0305　中泊町中里亀山500

土木・建築・舗装・造園・水道施設・工事施行
経験者優遇致します。　年齢制限：70歳まで 
試験等：履歴書・面接等　給料：27～28万程度
夫婦で一緒に働ける現場もございます。

従業員大募集！！（年間募集中）仲人さん大募集！！
マッチングサポート委員会　架け橋
マッチングサポート委員会「架け橋」では、仲人
さんを大募集。幸せになるお二人のお手伝いを
してみませんか？年齢は問いません。
詳しくは、下記問合せ先まで。
問合せ先：マッチングサポート委員会　架け橋
　　　　　会長　平間　康元　TEL　0173－57－3215
　　　　　　　　　　　　　　携帯　080－9079－1222
住　　所：〒037－0068　五所川原市長橋広野10－15

健康
万歩計
健康
万歩計

　しばらく歩くと脚が痛くなって、一旦休まないとまた歩
けないんだよね…、という方はいませんか。そのような、
休み休みでないと歩けないという症状を間歇性跛行(かん
けつせいはこう)といいます。間歇性跛行を訴えて整形外
科を受診する患者さんは多く、この症状を呈する主な原因
疾患は二つあります。一つは腰部脊柱管狭窄症でもう一つ
は閉塞性動脈硬化症です。前者は腰痛を伴う事が多く、長
く立ちっぱなしだったり歩いたりすると片方あるいは両方
の臀部から下肢に痛みやしびれが出現し、前かがみになる
と楽になるという特徴があります。これは、腰椎の変形や
ズレ、椎間板の突出などにより脊髄の通り道である脊柱管
が狭くなっていると、脊髄と共に血管も圧迫され、その圧
迫された神経の走行に一致して痛みやしびれが出てきま
す。そして前かがみになると脊柱管が広がるため症状が緩
和されるというしくみです。
　次に、閉塞性動脈硬化症（略してASO）ですが、これ
は糖尿病や脂質異常症などの生活習慣病や喫煙などにより
徐々に血管が硬く狭くなり（動脈硬化）、血液の流れが悪
くなる病気です。これが下肢の動脈に起こった場合、長く
歩くと筋肉は余計に酸素を必要としますが、それに見合う
血液の循環がないと筋肉が虚血に陥り痛くて歩けなくなり
ます。少し休むとまた酸素が足りてくるため痛みは消失し
ます。このような理由からASOの場合は前かがみになっ
ても痛みは変わりません。そしてこの間歇性跛行はASO
の重症度分類（フォンテイン分類）Ⅱ度の症状です。Ⅰ度

は無症状・冷感・しびれ感です。Ⅲ度は安静時疼痛、そし
てⅣ度になると足先へ血液が全く流れなくなり、潰瘍や壊
死を起こし、黒く腐って、最悪の場合足を切断しなければ
ならなくなります。
　診断は、問診、視触診で血色や動脈の脈拍を診るほか、
ABIといって足の血圧と腕の血圧の比を調べます。通常は
腕よりも足の血圧の方が20mmHgほど高いのでABIは1以
上ですが、足の血流が低下すると血圧も低下するので、
ABIが0.9以下の場合足の血流が悪くなっていると考えら
れます。その他、血管造影検査（CT、MRA）を行い、実
際にどの範囲がどれくらい狭くなっている
かを確認します。
　治療は、禁煙や食事療法などの生活改善
の他、運動療法が基本です。痛くなるから
歩かない、ではなく歩く事により足の血行
が良くなるだけでなく、天然のバイパス路
（側副血行路）が発達してきます。それか
ら血流を良くする薬の服用や注射、それでもだめなら血管
内治療といって血管の中に細い管を入れて狭くなった部分
をバルーンやステントで広げる治療をしたり、手術でバイ
パスを作ったりします。
　最後に、ASOは足の動脈硬化による血行障害ですが、
全身の動脈硬化も合併している可能性があります。これが
脳の血管なら脳梗塞、心臓の血管なら心筋梗塞を発症しま
すので、きちんと治療を受けましょう。

足切断の危機！？閉塞性動脈硬化症（ASO）



編・集・後・記

■■■ 広報ふかうら ■■ 広報ふかうら ■■■ 1213

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

深
校
だ
よ
り

《１月末日現在》（　）内は前月比

男 ……

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.90㎢

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯
令
和
元
年
12
月
21
日
〜
令
和
２
年
１
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
世
界
に
影
響
を
与
え
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
。
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等
の
店
舗
に
は
マ

ス
ク
が
品
切
れ
に
な
る
な
ど
、
大
変
な
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
除
菌
や
う
が
い
手

洗
い
の
予
防
を
徹
底
し
、
力
を
合
わ
せ
て
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

　
さ
て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
の
結
果
が
発
表
さ
れ
、
組
み
写
真
の
部
で
つ

い
に
入
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
選
は
県
内
で

一
番
の
賞
。
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
さ

れ
ま
し
た
。
や
り
ま
し
た
！
こ
れ
は
深
浦
町
民

の
皆
さ
ん
で
と
っ
た
賞
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ず
っ
と
大
事
に

さ
れ
て
き
た
大

イ
チ
ョ
ウ
。
や

っ
ぱ
り
な
ん
で

も
黄
金
色
が
似

合
い
ま
す
ね
！

今
後
と
も
広
報

ふ
か
う
ら
を
よ

ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

♥
福
　
沢
　
月
　
宝
（
驫
　
　
木
）

小
　
島
　
多
希
子
（
鰺
ヶ
沢
町
）

（

）

佐
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空
　
輝
　
健
　
吾
　
６
　
　
区

　
　
　
　
　
　
　
　
智
　
花

く
う

（

）

斉
　
藤
　
　
　
暖
　
辰
　
紀
　
川
原
町

　
　
　
　
　
　
　
　
礼
　
佳

だ
ん が

し
ず

ゆ
き
ま

は
つ

かん
た
ま
ご
わ

に

く
も

あ
か

り
ゅう

れ
い
われ

い
わ

ひ
か

に
ち
じょう
い
の

つ
め
ぐ

き
た

あ
め

よ
る

ゆ
き

3,774人
4,231人
8,005人
3,732世帯

（－ 8）
（－ 4）
（－14）
（－ 4）

百
人
一
首
大
会

　
３
学
期
最
初
の
行
事
で
、
今
年
度
最
後
の
生
徒
会
行
事

と
な
る
百
人
一
首
大
会
が
１
月
16
日
（
木
）
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
初
め
て
学
年
縦
割
り
の
チ
ー
ム
を
組

ん
で
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
以
下
に
生
徒
の
感
想
を
紹
介

し
ま
す
。

　
私
は
初
め
て
百
人
一
首
を
や

り
ま
し
た
。
上
の
句
と
下
の
句

の
組
み
合
わ
せ
を
覚
え
る
の
が

と
て
も
大
変
で
し
た
。
頭
で
分

か
っ
て
い
て
も
札
を
探
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
り
、
覚
え
て

い
た
の
に
忘
れ
て
い
た
り
し
て
、

札
を
多
く
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
生
徒
会
に
入
っ
た
た
め

札
読
み
も
担
当
し
ま
し
た
。
練
習
で
は
す
ら
す
ら
読
め
て

い
た
句
で
も
本
番
で
は
噛
ん
で
し
ま
っ
た
り
と
、
失
敗
が

多
く
出
て
し
ま
い
ま
し
た
。
来
年
は
、
札
読
み
も
札
を
取

る
の
も
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

（
11
Ｈ
Ｒ
　
白
川
　
優
）

　
百
人
一
首
大
会
で
は
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
の
お
か
げ

で
総
合
２
位
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
１
回
戦
で
は
、

自
分
の
取
る
こ
と
が
で
き
る
札
は
５
枚
ほ
ど
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
試
合
を
や
っ
て
い
く
う
ち
に
自

然
と
覚
え
る
こ
と
が
で
き
、
試
合
回
数
を
重
ね
る
ご
と
に

取
れ
る
札
の
数
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
優
勝
で
き
ず
少

し
悔
し
か
っ
た
の
で
、
来
年
は

今
年
よ
り
も
取
れ
る
札
を
増
や

し
て
、
今
度
こ
そ
１
位
を
取
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
21
Ｈ
Ｒ
　
永
谷
　
愛
翔
）

　
最
後
の
百
人
一
首
大
会
で
し

た
。
今
ま
で
と
は
違
い
、
１
年

生
、
２
年
生
と
チ
ー
ム
に
な
っ

て
や
る
こ
と
に
少
し
緊
張
し
て

い
ま
し
た
が
、
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
他
の
学
年
と
協

力
し
て
対
戦
す
る
行
事
は
少
な

い
の
で
面
白
か
っ
た
で
す
。
３

年
間
、
百
人
一
首
大
会
に
参
加

し
た
こ
と
で
、
百
人
一
首
を
覚

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
好
き
な
も
の
が
で
き
た
り
、

教
え
合
う
こ
と
が
で
き
た
り
し
て
、
楽
し
く
学
べ
た
の
で

良
か
っ
た
で
す
。

（
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２
年
次
３
学
期
期
末
考
査

２
月
25
日（
火
）２
年
次
企
業
見
学

３
月
２
日（
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）表
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式・同
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会
入
会
式
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３
日（
火
）卒
業
式

３
月
10
日（
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）青
森
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高
等
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入
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者
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式
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お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

深
校
だ
よ
り

《１月末日現在》（　）内は前月比
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女 ……

計 ……
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が
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に
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、
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、
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わ
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、
組
み
写
真
の
部
で
つ

い
に
入
選
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
入
選
は
県
内
で

一
番
の
賞
。
全
国
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！
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だ
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ず
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で

も
黄
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！
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百
人
一
首
大
会

　
３
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期
最
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の
行
事
で
、
今
年
度
最
後
の
生
徒
会
行
事

と
な
る
百
人
一
首
大
会
が
１
月
16
日
（
木
）
に
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
初
め
て
学
年
縦
割
り
の
チ
ー
ム
を
組

ん
で
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
以
下
に
生
徒
の
感
想
を
紹
介

し
ま
す
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私
は
初
め
て
百
人
一
首
を
や

り
ま
し
た
。
上
の
句
と
下
の
句

の
組
み
合
わ
せ
を
覚
え
る
の
が

と
て
も
大
変
で
し
た
。
頭
で
分

か
っ
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い
て
も
札
を
探
す
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
り
、
覚
え
て

い
た
の
に
忘
れ
て
い
た
り
し
て
、

札
を
多
く
取
れ
ま
せ
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で
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た
。

ま
た
、
生
徒
会
に
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め

札
読
み
も
担
当
し
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た
。
練
習
で
は
す
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す
ら
読
め
て
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た
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で
も
本
番
で
は
噛
ん
で
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っ
た
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と
、
失
敗
が

多
く
出
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ま
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た
。
来
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は
、
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読
み
も
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を
取
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の
も
し
っ
か
り
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
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で
は
、
チ
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の
メ
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の
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げ

で
総
合
２
位
を
と
る
こ
と
が
で
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ま
し
た
。
１
回
戦
で
は
、

自
分
の
取
る
こ
と
が
で
き
る
札
は
５
枚
ほ
ど
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
試
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を
や
っ
て
い
く
う
ち
に
自

然
と
覚
え
る
こ
と
が
で
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、
試
合
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を
重
ね
る
ご
と
に

取
れ
る
札
の
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が
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え
て
い
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し
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優
勝
で
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少
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た
の
で
、
来
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は

今
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よ
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も
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を
増
や
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、
今
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こ
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を
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と
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最
後
の
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一
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大
会
で
し

た
。
今
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、
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と
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に
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に
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緊
張
し
て
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が
、
楽
し
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と
が

で
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し
た
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他
の
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と
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力
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す
る
行
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は
少
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の
で
面
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で
す
。
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間
、
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に
参
加

し
た
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と
で
、
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一
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を
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が
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、

教
え
合
う
こ
と
が
で
き
た
り
し
て
、
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ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

２月号
No.179

（左から）

　たけうち　ゆうひ　くん（６さい）

　やまもと　みると　くん（６さい）
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みよし保育園のなかよしたち

「心の中のおにをやっつけよう！」

つかまっちゃった！
　２月３日の節分で青い鳥保育園にて行われ
た豆まき会。頑張って豆をまいたのに赤鬼に
つかまってしまい、こわくて横を見れません。

こんなに

元気です！

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介します。

３月生まれのお子さんの写真を募集します！
◆対象◆令和２年３月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子
◆掲載内容◆子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年
月日、お子さんに一言メッセージ（【例】「元気に育ってね！」など）
◆応募方法◆
郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の氏名
（ふりがな）②生年月日③性別④住所⑤保護者名（広報には掲載しませ
ん）⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージを記入したものを添えてく
ださい。
メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～
⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。
◆応募締切◆今月の末日。
□問合せ先□
〒038-2324　大字深浦字苗代沢84-2　総合戦略課企画調整係　
TEL　74-2122（直通）　　　kouhou@town.fukaura.lg.jp

★このコーナーでは、誕生
日を迎えたチビッコ達
をご紹介します★

中村　心優くん
（大間越）　H28／２／27生
「わが家のわんぱくくん♪」

し ゆう

阪﨑　　凱くん
（風合瀬）　H29／２／７生
「わが家の食いしん坊　」

がい

川添　楓果ちゃん
（岩崎上）　H30／２／22生
「いっぱい甘えてね☆」

ふう か

島川由宇里ちゃん
（６区）　H31／２／24生
「毎日笑顔でいようね！」

ゆ う り




